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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
†
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
†

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
７
０
３
Ｄ

【
作
者
名
】

　
魅
朱

【
あ
ら
す
じ
】

　
妖
”
ア
ヤ
カ
シ
”
が
見
え
る
僕
は
”
マ
リ
ア
”
と
言
わ
れ
え
る
特
殊
な
人
間

ら
し
い
。
僕
を
守
る
騎
士
”
チ
ェ
ン
”
の
双
子
。
飛
鳥
と
疾
風
に
出
会
う
。
こ

こ
か
ら
僕
の
日
々
は
１
８
０
°
変
わ
り
始
め
る
。
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出
会
い

梅
雨
時
の
６
月
中
旬
。

普
通
は
こ
ん
な
中
途
半
端
な
時
に
転
校
生
な
ん
て
来
な
い
は
ず
だ
。

そ
う
・
・
・
普
通
は
来
な
い
は
ず
だ
。

な
の
に
・
・
・
な
ん
で
・
・
・
。

僕
は
、
古
坂
琴
希
（
コ
サ
カ
　
コ
ト
キ
）
。

女
顔
で
身
長
だ
っ
て
小
さ
い
し
、
小
柄
す
ぎ
て
困
る
。

体
力
だ
っ
て
平
均
、
ご
く
ご
く
普
通
の
中
学
１
年
だ
。

特
技
は
ピ
ア
ノ
。

困
っ
て
る
こ
と
が
１
つ
・
・
・

こ
の
世
の
も
の
じ
ゃ
な
い
も
の
が
見
え
る
。

俗
に
言
う
”
幽
霊
”
が
み
え
る
。

け
れ
ど
、
そ
れ
で
は
何
人
か
身
の
回
り
に
は
居
る
。
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僕
は
”
幽
霊
”
以
外
に
妖
（
ア
ヤ
カ
シ
）
と
言
わ
れ
る
も
の
が
見
え
る
。

妖
は
、
人
の
嫉
妬
、
恨
み
、
悲
し
み
、
怒
り
・
・
・
。

人
の
感
情
の
せ
い
で
生
ま
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
妖
の
せ
い
で
、
僕
の
友
達
や
母
さ
ん
は
死
ん
だ
。

こ
ん
な
考
え
事
を
し
て
い
た
ら
急
に
背
中
を
叩
か
れ
た
。

［
前
、
前
を
見
な
さ
い
！
！
］

後
ろ
の
席
の
浅
地
が
小
さ
な
声
で
呼
び
か
け
て
き
た
。

［
う
、
う
ん
・
・
・
。
］

「
今
日
は
休
み
は
い
な
い
よ
な
？
よ
し
！
い
き
な
り
だ
が
転
入
生
を
紹
介
す
る
。

」野
太
い
声
で
怒
鳴
っ
て
る
の
は
、
真
田
先
生
。

女
子
か
ら
は
”
ダ
サ
先
”
と
言
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

ま
ぁ
、
僕
は
興
味
な
い
け
ど
。

”
転
入
生
”
っ
て
聞
く
と
み
ん
な
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
の
か

な
ぜ
か
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
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そ
こ
ま
で
盛
り
上
が
る
・
・
・
？

「
お
い
！
入
れ
！
」

入
っ
て
き
た
の
は
、
髪
の
長
い
美
少
女
と
僕
と
同
じ
女
顔
の
美
少
年
。

「
ほ
れ
！
自
己
紹
介
！
」

美
少
女
は
渋
々
と
低
い
声
で
自
己
紹
介
を
始
め
た
。

「
え
ぇ
～
と
・
・
・
初
め
ま
し
て
。
霧
冥
疾
風
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
・
・
・
。
」

霧
冥
疾
風
（
キ
リ
ミ
ョ
ウ
ハ
ヤ
テ
）
・
・
・
。

変
わ
っ
た
名
前
だ
な
・
・
・
。

次
は
美
少
年
が
声
変
わ
り
を
し
て
な
い
高
い
声
で
自
己
紹
介
を
始
め
た
。

「
初
め
ま
し
て
。
霧
冥
飛
鳥
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

最
後
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

霧
冥
飛
鳥
（
キ
リ
ミ
ョ
ウ
ア
ス
カ
）
と
霧
冥
疾
風
（
キ
リ
ミ
ョ
ウ
ハ
ヤ
テ
）
・
・

・
。

こ
れ
が
僕
と
飛
鳥
と
疾
風
の
出
会
い
だ
っ
た
・
・
・
。
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告
げ
る
人

疾
風
「
ア
ン
タ
、
妖
が
見
え
る
で
し
ょ
？
」

「
え
っ
！
」

飛
鳥
と
疾
風
が
転
入
し
て
き
た
日
。

僕
は
疾
風
＆
飛
鳥
に
屋
上
に
呼
び
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
・
・
・
こ
ん
な
展
開
に
・
・
・
。

ハ
ァ
～
・
・
・
。
ま
っ
た
く
何
な
ん
だ
？
僕
の
人
生
は
？

疾
風
「
で
も
、
珍
し
い
わ
ね
。
男
の
”
マ
リ
ア
”
な
ん
て
。
」

「
え
？
”
マ
リ
ア
”
っ
て
な
に
・
・
・
？
」

飛
鳥
「
え
？
」

疾
風
「
ハ
ァ
～
・
・
・
。
」

僕
が
聞
き
返
し
た
ら
飛
鳥
君
は
驚
い
て
い
て
、

疾
風
さ
ん
に
は
呆
れ
ら
れ
た
。

飛
鳥
「
あ
の
さ
・
・
・
。
古
坂
く
ん
。
マ
リ
ア
っ
て
の
は
ね
。
」

疾
風
「
マ
リ
ア
は
妖
、
幽
霊
が
見
え
る
と
同
時
に
”
獏
”
を
引
き
寄
せ
る
の
。
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わ
か
っ
た
？
」

飛
鳥
「
そ
れ
で
僕
ら
は
・
・
・
」

疾
風
「
騎
士
”
チ
ェ
ン
”
っ
言
う
ア
ン
タ
を
守
る
も
の
。
」

「
は
、
は
ぁ
～
・
・
・
そ
、
そ
う
で
す
か
。
」

さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ん
。

何
？
チ
ェ
ン
っ
て
？

マ
リ
ア
？
獏
？

”
ふ
ざ
け
ん
の
も
対
外
に
し
ろ
！
！
”
と

二
人
に
怒
鳴
り
た
か
っ
た
。

疾
風
「
ま
っ
そ
う
言
う
こ
と
で
。
」

飛
鳥
「
頭
に
少
し
入
れ
と
い
て
ね
。
あ
と
ね
・
・
・
。
」

疾
風
「
夜
の
学
校
に
は
絶
対
入
る
な
。
」

飛
鳥
「
入
っ
た
ら
永
遠
に
出
て
来
れ
な
い
。
」

「
そ
う
言
う
こ
と
だ
よ
。
」

二
人
は
双
子
の
よ
う
に
息
が
ピ
ッ
タ
リ
と
そ
う
言
っ
た
。
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そ
う
言
い
残
す
と
二
人
は
屋
上
を
後
に
し
て
言
っ
た
。

「
何
・
・
・
。
あ
の
二
人
・
・
・
。
」

”
マ
リ
ア
”
・
・
・
。

き
っ
と
こ
れ
は
僕
の
・
・
・
僕
た
ち
の
逃
げ
ら
れ
な
い
定
め
な
ん
だ
ろ
う
・
・
・

。こ
の
時
を
境
に
僕
ら
の
運
命
は
１
８
０
°
変
わ
り
始
め
た
。
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告
げ
る
人
（
後
書
き
）

飛
鳥
＆
疾
風
は
何
者
な
の
か
は
次
回
で
分
か
る
は
ず
・
・
・
。
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飛
鳥
と
疾
風
。

「
ど
う
し
よ
う
・
・
・
。
」

ヤ
バ
イ
・
・
・
ヤ
バ
イ
よ
・
・
・
。

学
校
に
宿
題
を
忘
れ
た
・
・
・
。

今
の
時
刻
は
午
前
２
時
。

簡
単
に
言
え
ば
「
丑
三
つ
時
」
っ
て
や
つ
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
先
生
に
『
す
い
ま
せ
～
ん
…
宿
題
忘
れ
ま
し
た
』
な
ん
て
言

っ
た
ら
…
。

あ
ぁ
～
数
学
の
岡
田
セ
ン
セ
に
笑
顔
で
殺
さ
れ
る
～
（
‾
□
‾
；
）
！
！

「
学
校
に
忍
び
込
む
か
…
」

こ
れ
が
Ｔ
Ｖ
番
組
だ
っ
た
ら
画
面
下
に
［
よ
い
子
は
真
似
し
な
い
で
ネ
！
］
っ

て
出
て
る
ん
だ
ろ
う
な
～
。
　

な
ん
て
思
い
な
が
ら
じ
め
じ
め
し
た
空
気
の
中
を
自
転
車
で
走
っ
て
い
く
。

こ
の
後
に
起
こ
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
…

カ
ツ
カ
ツ
カ
ツ
と
上
履
き
で
夜
の
学
校
へ
進
入
。

バ
レ
た
ら
完
全
校
長
室
行
き
だ
・
・
・
。
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「
サ
ッ
サ
と
宿
題
持
っ
て
帰
ろ
・
・
・
。
」

教
室
に
向
か
う
べ
く
足
を
速
め
た
そ
の
と
た
ん
・
・
・

後
ろ
に
気
配
が
・
・
・
。

こ
の
気
配
・
・
・
妖
や
霊
の
も
の
だ
・
・
・
。

覚
悟
を
決
め
て
後
ろ
を
振
り
向
く
と
・
・
・
。

ド
ロ
ッ
と
し
た
も
の
の
姿
が
あ
っ
た
・
・
・
。

僕
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
！
！

ヤ
バ
イ
！
！

「
伏
せ
ろ
！
！
琴
希
！
」
と
伊
勢
の
い
い
声
の
が
叫
ぶ
。

声
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
言
う
通
り
に
し
て
み
た
・
・
・
。

助
か
る
た
め
に
・
・
・
。

バ
ン
バ
ン
！
と
銃
声
が
聞
こ
え
・
・
・
・
。

「
き
・
・
・
く
ん
・
・
・
こ
・
・
と
・
・
・
琴
希
君
？
」

目
を
覚
ま
し
た
僕
の
前
に
は
飛
鳥
＆
疾
風
の
姿
が
あ
っ
た
。
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「
な
・
・
・
な
ん
で
・
・
・
？
」

「
何
で
っ
て
ア
ン
タ
を
守
る
為
で
し
ょ
う
が
。
」

「
あ
れ
…
…
僕
。
自
己
紹
介
し
た
？
」

だ
っ
て
転
入
し
て
１
日
目
だ
し
、
屋
上
で
話
し
た
時
は
“
あ
ん
た
”
だ
っ
た
の

に
…
…
…
。

『
そ
ん
な
の
調
べ
た
。
』
あ
っ
。
ま
た
ハ
モ
っ
た
。
何
？
双
子
…
…
じ
ゃ
な
い

よ
ね
。

顔
、
全
く
違
う
し
。

「
２
人
は
ど
ん
な
関
係
な
の
？
恋
人
同
士
？
」

助
け
て
貰
っ
た
の
に
こ
ん
な
事
言
う
の
は
…
…
ダ
メ
な
ん
だ
ろ
う
。

で
も
…
…
か
な
り
気
に
な
る
ん
だ
よ
ォ
ォ
ォ
オ
！
！
！

カ
チ
ャ
。
と
銃
が
僕
の
頭
に
当
て
ら
れ
る
。

「
あ
れ
～
？
此
処
に
バ
カ
が
い
る
よ
。
こ
う
言
う
人
は
“
殺
さ
な
く
ち
ゃ
”
ね
。

」「
言
わ
ね
ぇ
～
よ
！
！
し
か
も
殺
そ
う
と
す
る
な
！
！
」

「
お
ぉ
～
。
琴
希
君
、
ナ
イ
ス
ツ
ッ
コ
ミ
！
！
」

飛
鳥
君
が
驚
き
、
疾
風
さ
ん
が
拍
手
す
る
。
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「
で
、
お
２
人
の
関
係
は
？
」

「
僕
ら
は
ね
ぇ
～
…
…
」

「
飛
鳥
。
勿
体
ぶ
ら
ん
で
い
い
。
」

「
エ
ヘ
ヘ
。
簡
単
に
言
う
と
」

「
『
双
子
』
だ
よ
」
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双
子

「
エ
ッ
・
・
・
・
（
絶
句
）
」

嘘
だ
嘘
だ
嘘
だ
嘘
だ
嘘
だ
嘘
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
！
！
！

だ
っ
て
！
だ
っ
て
！

飛
鳥
君
は
男
だ
し
、
疾
風
さ
ん
は
女
だ
し
！
！

「
信
じ
ら
れ
な
い
み
た
い
ね
・
・
・
。
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
・
・
・
。
」

「
エ
ッ
・
・
・
嘘
は
い
か
ん
よ
。
お
二
人
さ
ん
。
」

「
ア
ン
タ
、
見
事
に
信
じ
て
な
い
わ
ね
。
」

そ
り
ゃ
信
じ
な
い
さ
！
！

顔
は
少
し
似
て
る
な
と
は
思
う
け
ど
性
格
が
正
反
対
だ
し
、
も
う
絶
対
双
子
じ

ゃ
な
い
よ
！
！

「
琴
希
君
、
”
二
卵
性
双
生
児
”
っ
て
知
っ
て
る
？
」

「
う
ん
。
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
。
」

「
あ
た
し
ら
は
そ
れ
。
」
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「
証
拠
を
見
せ
る
前
に
」

「
『
あ
れ
』
を
消
し
ち
ゃ
お
う
ぜ
。
」

疾
風
さ
ん
が
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
背
後
で
は
黒
い
陰
が
蠢
い
て
い
た
。

「
ア
レ
、
水
属
性
だ
ね
。
」

飛
鳥
君
が
ポ
ツ
リ
と
呟
く
。

「
嗚
呼
、
面
倒
な
奴
と
当
た
っ
ち
ま
っ
た
。
」

「
ど
う
す
る
？
琥
塔
君
居
な
い
よ
。
」

ん
？
琥
塔
君
？
？

「
ま
ぁ
な
。
頑
張
る
し
か
ね
ぇ
～
だ
ろ
。
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
」

「
何
よ
！
サ
ッ
サ
と
言
っ
て
！
」

「
琥
塔
君
っ
て
…
…
琥
塔
鈴
架
さ
ん
？
」

「
知
っ
て
ん
の
？
」

「
え
ぇ
～
と
…
…
…
そ
の
…
…
…
」

琥
塔
鈴
架
さ
ん
と
は
僕
の
先
輩
に
当
た
る
生
徒
会
長
さ
ん
…
…
…



16

ち
な
み
に
男
…
…
…
。

「
何
か
、
僕
を
読
ん
だ
か
な
？
」

朝
の
朝
会
で
聴
き
慣
れ
て
い
る
生
徒
会
長
さ
ん
の
声
が
背
後
で
聞
こ
え
た
。

「
あ
り
ゃ
～
・
・
・
噂
を
す
る
と
・
・
・
。
」

「
て
か
な
ん
で
い
る
ん
で
す
か
ぁ
～
？
」

と
同
時
に
質
問
す
る
飛
鳥
君
＆
疾
風
さ
ん
。

こ
う
言
う
と
こ
ろ
が
双
子
み
た
い
・
・
・
。

「
疾
風
、
飛
鳥
。
１
人
ず
つ
話
せ
。
」

「
え
ぇ
～
！
！
」
と
二
人
し
て
ブ
ー
イ
ン
グ
。

「
じ
ゃ
あ
僕
か
ら
い
い
ま
～
す
！
！
」
飛
鳥
君
の
声
だ
し
、
飛
鳥
君
の
口
調
だ

っ
た
。

「
あ
た
し
か
ら
じ
ゃ
だ
め
？
」
こ
れ
は
疾
風
さ
ん
の
声
だ
っ
た
し
、
疾
風
さ
ん

口
調
。

だ
け
ど
琥
塔
さ
ん
が
言
っ
た
の
は

「
君
ら
、
こ
う
言
う
と
き
に
互
い
の
声
真
似
と
口
調
を
真
似
る
な
。
」

「
エ
ッ
！
！
！
」
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ど
う
や
ら
こ
の
二
人
は
・
・
・
・
。

「
あ
ら
ら
・
・
・
。
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
な
？
」

「
い
い
じ
ゃ
ん
。
別
に
。
」

「
君
達
、
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
！
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
？
」

床
に
ぺ
た
り
と
座
っ
て
い
る
僕
の
と
こ
ろ
に

疾
風
さ
ん
が
歩
い
て
き
て
、
僕
の
肩
に
手
を
置
き
な
が
ら

僕
の
前
に
跪
く
。

「
こ
う
言
う
こ
と
だ
よ
。
琴
希
君
。
」
飛
鳥
君
の
口
調
＆
声
で
ニ
コ
リ
と
微
笑

む
の
は

間
違
え
な
く
疾
風
さ
ん
だ
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
。
」

今
度
は
飛
鳥
君
が
歩
い
て
き
て
、
疾
風
さ
ん
声
＆
口
調
で
言
う
。

「
・
・
・
・
え
ぇ
～
～
～
～
～
～
！
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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